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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年11月29日(2018.11.29)

【公表番号】特表2017-538443(P2017-538443A)
【公表日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-050
【出願番号】特願2017-543328(P2017-543328)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/725    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/725    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/47     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月17日(2018.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＴＩＲドメインを欠くＭｙＤ８８の領域と連結したアミノ末端ドメインを含む融合タン
パク質であって、
　ここで、前記アミノ末端ドメインは、
　（ａ）ＣＤ８αの細胞外および膜貫通領域、
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　（ｂ）ＣＤ８αの膜貫通領域、
　（ｃ）ＣＤ４の細胞外および膜貫通領域、および
　（ｄ）Ｔ細胞受容体
からなる群から選択される、
前記融合タンパク質。
【請求項２】
　（ａ）ＣＤ８αの細胞外および膜貫通領域は、マウスＣＤ８αのアミノ酸１～２１７（
配列番号１６）またはヒトＣＤ８αのアミノ酸１～２０３（配列番号１２）に対応し、お
よび（ｂ）ＴＩＲドメインを欠くＭｙＤ８８の領域は、ヒトＭｙＤ８８のアミノ酸１～１
５５（配列番号２４）に対応する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　配列番号１７で表されるｍＣＤ８α－ｈＭｙＤ８８または配列番号１４で表されるｈＣ
Ｄ８α－ｈＭｙＤ８８を含む、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　ＣＤ８αの膜貫通領域は、配列番号１８のアミノ酸１～８３に対応し、ＴＩＲドメイン
を欠くＭｙＤ８８の領域は、ヒトＭｙＤ８８のアミノ酸１～１５５（配列番号２４）に対
応する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　配列番号１８で表されるｈＣＤ８αＴＭ－ｈＭｙＤ８８を含む、請求項１に記載の融合
タンパク質。
【請求項６】
　（ａ）ＣＤ４の細胞外および膜貫通領域は、マウスＣＤ４のアミノ酸１～４１７（配列
番号２１）またはヒトＣＤ４のアミノ酸１～４１８（配列番号２０）に対応し、および（
ｂ）ＴＩＲドメインを欠くＭｙＤ８８の領域は、ヒトＭｙＤ８８のアミノ酸１～１５５（
配列番号２４）に対応する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項７】
　配列番号２１で表されるｍＣＤ４－ｈＭｙＤ８８または配列番号２０で表されるｈＣＤ
４－ｈＭｙＤ８８を含む、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項８】
　ＴＣＲは、配列番号２２の残基１～６０３のアミノ酸配列を有するＤＭＦ５　ＴＣＲで
あり、ＴＩＲドメインを欠くＭｙＤ８８の領域は、ヒトＭｙＤ８８のアミノ酸１～１５５
（配列番号２４）に対応する、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項９】
　配列番号２２で表されるｈＴＣＲ－ｈＭｙＤ８８を含む、請求項１に記載の融合タンパ
ク質。
【請求項１０】
　（ａ）融合タンパク質を含む少なくとも１つのペプチド領域またはドメインの長さは、
アミノ末端、カルボキシ末端、または両端で、該ペプチド領域またはドメインがそこから
得られるポリペプチドの元の配列に基づき１０個までのアミノ酸だけ個々に変化する、ま
たは
　（ｂ）融合タンパク質の全長にわたって融合タンパク質と少なくとも８０％の配列同一
性を有する、
請求項１～９のいずれか一項に記載の融合タンパク質の配列変異体。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の少なくとも１種の融合タンパク質、または請求項
１０に記載のその配列変異体、を発現している細胞の単離された集団。
【請求項１２】
　ｍＣＤ８α－ｈＭｙＤ８８（配列番号１７）、ｈＣＤ８α－ｈＭｙＤ８８（配列番号１
４）、ｈＣＤ８αＴＭ－ｈＭｙＤ８８（配列番号１８）、ｍＣＤ８α－２８－１３７－３
（配列番号１９）、ｍＣＤ４－ｈＭｙＤ８８（配列番号２１）、ｈＣＤ４－ｈＭｙＤ８８
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（配列番号２０）およびｈＴＣＲ－ｈＭｙＤ８８（配列番号２２）からなる群から選択さ
れる少なくとも１種の融合タンパク質を発現している、請求項１１に記載の細胞の単離さ
れた集団。
【請求項１３】
　癌または感染症を有する対象の処置において使用するための、請求項１１または１２に
記載の細胞の集団であって、前記処置は、癌または感染症を有する対象に、細胞の集団の
治療的有効量を投与することを含む、前記細胞の集団。
【請求項１４】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の少なくとも１種の融合タンパク質、または請求項
１０に記載の少なくとも１種の配列変異体を、Ｔ細胞で発現させることを含む、骨髄腫由
来のサプレッサー細胞（ＭＤＳＣ）により媒介される抑制に対する耐性を有するＴ細胞を
製造するためのインビトロの方法。
【請求項１５】
 医療処置で使用するための、請求項１～９のいずれか一項に記載の融合タンパク質また
は請求項１０に記載の配列変異体。
【請求項１６】
　処置は、ＭＤＳＣにより媒介される抑制に対する耐性をＴ細胞に付与するために、融合
タンパク質または配列変異体をＴ細胞で発現させることを含む、請求項１５に記載の融合
タンパク質または配列変異体。
【請求項１７】
　処置は、免疫細胞の抗原認識を強化するために、融合タンパク質または配列変異体を、
免疫細胞に発現させることを含む、請求項１５に記載の融合タンパク質または配列変異体
。
【請求項１８】
　融合タンパク質は、ｍＣＤ８α－ｈＭｙＤ８８（配列番号１７）、ｈＣＤ８α－ｈＭｙ
Ｄ８８（配列番号１４）、ｈＣＤ８αＴＭ－ｈＭｙＤ８８（配列番号１８）、ｍＣＤ８α
－２８－１３７－３（配列番号１９）、ｍＣＤ４－ｈＭｙＤ８８（配列番号２１）、ｈＣ
Ｄ４－ｈＭｙＤ８８（配列番号２０）およびｈＴＣＲ－ｈＭｙＤ８８（配列番号２２）か
らなる群から選択される、請求項１４～１６のいずれか一項に記載の融合タンパク質また
は配列変異体。
【請求項１９】
　抗原は、インビボで、低濃度で存在する、または抗原は抗原性の弱い抗原である、請求
項１７に記載の融合タンパク質または配列変異体。
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